
「DO☆MATH 数学博物館」訪問記 

旭川南高等学校 

岡崎知之 

 

１．きっかけ 

本校では数学研究部の鍛錬の機会として、「数学検定」を年２回行っているが、その情報誌「MathMath+（マ

スマスプラス）」の特集記事で、同志社中学校（京都市）内に「数学博物館」という数学の校内常設展示を行って

いるということを知った。 

私も普段から主に科学館で展示を行っているが、「数学博物館」の展示は「数学の楽しさを伝える」という意味

で方向性が一致したものが多く、是非見学したいと思っていた。ちょうどその時、京都マラソンに参加する機会

があったので、見学を申し入れたところ快く承諾していただき、実現した。 

 

２．同志社中学校の特色 

(1) 教科センター方式 

   授業毎に教科の専門教室へ移動して学ぶ世界標準の学習スタイル。 

生徒は登校すると、HB（ホームベース）に集まり、ロッカーに持ち物を収納して、教科専門教室に移動す

る。移動経路を簡素化するために校舎内は教科別にゾーン化され、数学科だけでなく他の教科も、そのゾー

ンを自由に活用し、学習啓発を行っている。 

(2) 最先端の ICT 環境 

   全教室に電子黒板を設置。全生徒に ipad を配付。授業で使ったプリントや課題、連絡事項などは、すべ

て独自のポータルサイトに保存されており、いつでもどこでも学習が可能。 

 (3) 産学との連携 

   留学や大学訪問、企業での製品開発など、学校外でも盛んに活動を行っている。留学先はボストン・ハー 

バード・MIT、大学訪問は京都大学など。近年では「スーパーカミオカンデ」（ニュートリノ観測装置）見学 

も行っている。 

 (4) 課題研究の推進 

   夏休みの長期休暇を利用し、全生徒が自由研究・自主製作を行っている。研究成果はその後のポスター 

セッションで発表。 

 

３．数学博物館 

 (1) 設立の経緯 

   2010 年、同志社中学校が現キャンパスに移転の際、「教科センター方式」に移行。数学科が６つの教室 

と教科オープンスペースを持つことになった。それから徐々に、教員の製作物、生徒の授業発表や自習研究 

作品を展示し、2016 年 5 月に「数学博物館」としてオープンした。 

 (2) 主な展示物 

   ・「２のｎ乗」 

     …２の累乗（特に大きな数）の量を体感してもらうため、その数を具体的な数で表現。 

      （例）218=262144 ⇒ 東大寺の大仏様の重さ（250t） 

   ・「シェルピンスキーの四面体」 

     …このモデルを折り紙で作成。授業でも教材として扱っている。 

   ・「公式証明モデル」 



     …「ピタゴラスの定理」や「Σｋ２」などを、パズルとして木工作で作成。 

  ＊この他にも数えきれないくらいのネタが展示されていますが、「百聞は一見に如かず」ということで、 

   パンフの画像をご覧ください。 

 (3) 数学科ゾーン 

   数学科ではオープンスペース「数学博物館」の他にも、ゾーン内で数学心（？）を刺激する掲示物が 

  豊富にある。 

   ・教室の名前‥教室名は数字やアルファベットではなく、数学者の名前になっている。 

   ・ポスターセッション…壁にはこれまでの自由研究の優秀作品が掲示されている。 

   ・時計…一瞬考えてしまう、ユニークな時計。 

   ・数学本書架…廊下には教員が持ち寄った数学本がズラリ。 

   ・懸賞付き問題…教員がピックアップした面白い問題を掲示。期限までに解けたら、景品がもらえる。 

(4) 情報発信 

  「数学博物館」は facebook 上で発信を行っている。既存のネタだけではなく、授業の報告や新ネタまで 

 随時更新されている。 

 (5) 創立者 

   ・園田毅（そのだつよし） 先生 

    …91 年京大工学部卒。卒業後電気工事会社に就職、回路設計に携わっているうちに、数学の楽しさに 

目覚め、中学校教員免許を取得、93年同志社中に赴任。旅行で台湾の台北市立成功高級中学訪れ、校 

内に展示している蝶などの標本と説明に、「学校に博物館があるなんて生徒は楽しいだろうな。」と感銘 

を受け、博物館を設立。現在に至る。 

 

５．園田先生とのトーク 

  ・（電子黒板の使い具合を聞くと） 

   「使い始めたら止められない。今までの『書く』『消す』が、本当に無駄な時間に思える。」 

  ・（教科書の範囲内の数学教育に関して） 

   「数学にはもっともっと広い世界があるのに、もったいないよね。」 

  ・（参考にした博物館について） 

   「お台場のリスーピア、理科大の数学体験館、ドイツの数学博物館は実際に行っている。」 

  ＊園田先生は、数学教育にとても前向きで、既成概念にとらわれない方で、私も見学よりトークの方に 

   夢中になってしまいました… 

 

６．訪問で得られたこと 

   日々、数学の楽しさを感じてもらいたいと思いながら、科学館で展示を行っているが、肝心の本校生にそ 

の楽しさがなかなか伝わらないのが最近の悩みだった。しかし「数学博物館」を見学すると、「生徒のリアク 

ションを窺うのではなく、こちらが伝えたいことを前面に押し出して、常に発信する」ことが必要だと悟っ 

た。幸いネタは豊富にある。本校でも「数学ブース」作りに挑戦してみたい。 

 

７．京都マラソン 

   「東京マラソン、一般ランナー参加中止」発表の数日前の実施でした。滑り込みセーフ。大学生の息子 

  に応援してもらい、ゴール…しましたが、そのまま救護所へ（５分ほど横になって復活）。沿道には応援する 

人が絶えず、給水所には生八つ橋も登場。噂通りの楽しいレースでした。 

   皆さんも京都にお出での際には、「マラソン」と「数学博物館」を体感してはいかがでしょうか。 



８．リンク 

 (1) 同志社中学校パンフレット   (2) 数学博物館パンフレット 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 数学博物館HP    (4) 数学博物館 FB 

 

 

 

 

 

 

 

（2020 年６月６日 第 113 回数学教育実践研究会 にて発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（資料） MathMath+ 掲載記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「（公財）日本数学検定協会 情報誌 MathMath+ vol.66」 より 

 


